
　
当
組
合
は
越
小
場
地
区
住
民
の
組

合
員
で
構
成
す
る
農
業
法
人
で
、
水

稲
の
生
産
や
作
業
受
託
の
他
、
農
産

物
の
加
工
・
販
売
を
行
う
事
業
所
で
す
。

　
平
成
８
年
の
ほ
場
整
備
の
完
了
に
伴

い
、
農
業
機
械
の
売
り
込
み
が
激
化
。

機
械
の
過
剰
投
資
を
防
ぐ
た
め
、
共

同
利
用
が
で
き
な
い
か
集
落
で
話
し
合

い
、
水
稲
の
共
同
生
産
組
織
と
し
て
７

組
の
夫
婦
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
芦
北
地
域
初
の
農
事

組
合
法
人
と
な
り
、
地
域
営
農
の
先

駆
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
国
内
外
か
ら
視

察
を
受
け
入
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
組
合
か
ら
も
納
品
す
る
Ｊ
Ａ
ブ

ラ
ン
ド
「
大
関
米
」
は
お
い
し
い
と

評
判
で
す
。
き
れ
い
な
水
と
、
標
高

３
０
０ｍ
の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
激
し
い

土
地
で
育
つ
米
は
甘
味
が
強
く
、
減
農

薬
で
、
体
に
も
環
境
に
も
優
し
い
自
慢

の
米
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
内
全
域
か
ら
田
植
え
、

稲
刈
り
、
米
の
乾
燥
な
ど
水
稲
作
業

に
か
か
る
全
般
の
業
務
を
受
託
し
、
営

農
や
農
地
の
維
持
保
全
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。
女
性
た
ち
が
作
る

組
合
員
の
自
家
野
菜
を
使
った
惣
菜
や

弁
当
も
好
評
で
す
。
機
械
操
作
が
得

意
な
人
、
力
自
慢
の
人
、
手
先
が
起

用
な
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
個
性
を

生
か
し
、
適
材
適
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
が
評
価
さ
れ
、
県
か
ら
農
林
水
産

業
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
は
組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、

水
稲
作
業
の
受
託
を
越
小
場
地
区
に

限
定
す
る
予
定
で
す
が
、
若
い
移
住

者
の
提
案
で
、
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
シ

ョッ
プ
本
井
木
」
を
改
修
し
、
飲
み
物

な
ど
を
提
供
す
る
、
人
が
集
う
場
所

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
若
者
の
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
健
康
第一に
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第42巻

所在地　越小場 847-1
創　業　平成 9年 7月
組合員数　14人
事業内容　
○水稲の生産・作業受託
○農産物の加工・販売

本井木生産組合
農事組合法人

▲令和 3年 4月 18 日には、功労者表彰受賞の報告に市長を訪問。

本井木生産組合のみなさん

　私たちは、水俣の山間部で地域の農業と暮らしを守る活動をして
います。田植えや稲刈りの受託、お米の乾燥や保存を行うライスセ
ンターの運営や地元の農産物の販売、それらを使った商品つくりを
通して、地域の元気を生み出しています。
　過疎化が進む中でも、この土地の豊かな恵みを次世代につなぐた
め農業を通じた地域づくりに挑戦し続けています。皆さんが食べて
いる地元のおいしいものには、私たちの情熱が詰まっています！今年も美味しいお米ができました


